
指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

Ⅰ　適切な管理運営の確保

１　施設の設置目的、基本方針等

　施設の設置目的及び管理の基本方針の達成に向けた取組がなされているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

令和４年度は、これまで同様、公の施設の指定管理者と

しての受託責任を果たすため、芸術文化の振興と地域住

民の文化活動の活性化に欠かせない施設との認識のもと

に、「施設利用に関する平等・公平な取扱い」「文化水

準の向上と個性ある地域文化の創造の助長」「すべての

市民に対する芸術文化活動参加の機会提供」という基本

方針の明文化や周知を図りながら、會津風雅堂、会津若

松市文化センター（以下、文化センター）、会津能楽堂

の適正かつ効率的な管理運営を心掛けました。その実践

においては、業務を通して得た知見、培った技術・技

能、関係各所とのネットワーク等を駆使して、利用者や

来場者などのニーズに対応して市民の信頼確保に努めて

きました。

新型コロナウイルスの感染拡大が続いたことにより、市

文化施設は３施設共、利用自体がコロナ前と比較すると

まだまだ減少している状況ではありますが、福島県の新

型コロナウイルス感染拡大防止対策や業種別ガイドライ

ンを遵守し、かつ独自に策定したガイドラインに基づい

て安全な施設利用のための対策を利用者とともに講じる

ことにより、令和３年度と比し、各施設の利用状況が大

幅に増加したことは、市民の文化活動と感染拡大防止を

両立させることができたと考えています。

・施設の設置目的の理
　解度
・施設の設置目的の達
　成度
・基本方針の明文化
・基本方針の周知状況
・平等利用の確保

最終評価 所見

Ａ

・施設の設置目的及び管理の基本方針に基づき施設の管

理・運営を行うとともに、利用促進を図るため、多様な

市民ニーズに対応している。

・平等な利用の確保に努めている。

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として、

各種ガイドラインの遵守や、独自の利用ガイドラインを

策定するなど、適切な対応が取られている。
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

２　適切な管理の履行

　開館時間、個人情報の管理、定期報告等は、仕様どおり遵守されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　開館時間、開館日等は、条例、協定書等に従い、適切

な管理を行いました。また、利用時間の繰上げ、延長等

は利用者からの要望に対してはその必要性が認められる

ものについて、周辺住民に配慮し、また、その理解を得

ながら、柔軟に対応しました。

　個人情報の保護に関しては、市の個人情報保護条例に

準じて制定した要綱を遵守し、当財団が収集する個人情

報は常に必要最小限にとどめ、お客様から提供いただい

た個人情報は、法令の定めのある場合を除いて、お客様

の事前の同意を得ることなく予め明示した利用目的以外

には使用せず、管理する必要がなくなった時点で速やか

に廃棄する等、適正な運用に努めました。また、マイナ

ンバー制度への対応に関しても特定個人情報取扱規程を

整えて、適正な取扱いを確保し、安全な管理を行いまし

た。

　定期報告については、協定書に従い、適正に行いまし

た。

・供用時間、開館日の
　遵守
・供用時間等を変更し
　た際の利用者への周
　知、市への承認
・個人情報の適切な管
　理
・適切な定期報告

最終評価 所見

Ａ

・施設の貸出時間等については、利用者の視線に立ち柔

軟な対応を心がけるとともに、変更時には広く周知を

行っている。

・個人情報の保護については、市の条例に準じて独自に

要綱を制定するとともに、マイナンバー制度にも対応

し、適切に管理されている。

・協定書に則り、適正に各種報告を行っている。

３　職員の状況

　職員の勤務形態、人員体制は適切か、また、職員による利用者への接遇は良好か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

当年度も適正な人員体制のもと、職員の担当と役割分担

を明確にしつつ職員全員での連携に努め、柔軟な対応を

もって効率良く業務に取り組みました。

　また、勤務のローテーションの調整、フレックスタイ

ム制の活用や夜間部屋貸し業務の代行員委託等、効率

的・弾力的な勤務形態によって超過勤務コストの抑制を

・計画に沿った人員配
　置、役割分担
・超過勤務の有無
・職員の接遇、服装
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Ｒ４（会津若松市文化施設）　

図るなど、適正な管理運営に努めました。　

職員の接遇については、丁寧な話し方、名札の着用、清

潔な服装等を励行し、職員一人ひとりが当財団の顔とし

て最善の対応ができるよう心掛けました。また、職員を

３班に編成して各々が定期的に勉強会を開催するなどし

て接遇の向上を図りました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、職員に

は出勤時に測定した体温や自覚症状の有無を記録させる

など体調管理を徹底させました。

最終評価 所見

Ａ

・適正な人員体制のもと、職員の担当と役割分担を明確

にしながら、職員全員で連携し業務に取り組んでいる。

・午前９時から午後10時までの開館時間であることか

ら、勤務のローテーション調整を行うとともに、フレッ

クスタイム制や夜間の代行員委託等を採用し、効率よく

柔軟な勤務体制とコスト管理に対応している。

・接遇については、職員研修会等を通して、職員の意識

改革を進めている。

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として、

職員の体調管理を徹底している。

Ⅱ　利用者サービスの維持向上

１　利用状況

　利用の実績、施設の稼働率に向上が見られるか。あるいは減少した場合は合理的な理由が

あるか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

①　會津風雅堂　　

　※（　）内は、令和３年度、令和２年度

　令和４年度利用者数　

　　ホール　69,325人（43,869人、17,757人）

　　その他　 4,745人（ 4,201人、1,811人）

　　合　計  74,070人（48,070人、19,568人）

　令和４年度稼働率

　　ホール 　61.69％（46.43％、32.74％）

　利用者数は、令和３年度に比して大幅に増加しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止を

踏まえた施設の利用方法が確立・浸透し、安心して来場

できるようになったためです。ただし、コロナ前と比

し、稼動率は水準に近くなりましたが、利用者数は回復

しませんでした。

・利用者数
・稼働率
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②　文化センター

　※（　）内は、令和３年度、令和２年度

　令和４年度利用者数

　　ホール　 21,628人（12,982人、6,828人）

　　その他   21,242人（11,650人、8,514人）

　　合　計  42,870人（24,632人、15,342人）

　令和４年度稼働率　

　　ホール　64.94％（47.40％、38.97％）

　利用者数は、令和３年度に比して大幅に増加しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止を

踏まえた施設の利用方法が確立・浸透し、安心して来場

できるようになったためです。ただし、コロナ前の水準

までには回復しませんでした。

③　会津能楽堂　

　※（　）内は、令和３年度、令和２年度

　令和４年度利用者数

　　全　館　　1,325人（489人、363人）

　　研修室　　  361人（　316人、　271人）

　　合　計　　1,686人（805人、634人）

　令和４年度稼働率　

　　全　館　 14.94％（8.44％、8.82％）

　利用者数は、令和３年度に比して大幅に増加しまし

た。これは、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止を

踏まえた施設の利用方法が確立・浸透し、安心して来場

できるようになったためです。ただし、コロナ前の水準

までには回復しませんでした。

・参考

　◎全国公立文化施設の年間平均ホール稼働率

ホール席
年間平均のホール稼働率

令和３年度 令和元年度

1,000席以上 47.5％ 56.5％

500席未満 47.4％ 54.2％

　　　（稼働率＝稼働日数÷利用可能日数）

◎施設の収容人数

　　文化センター　456席

　　會津風雅堂　全席1,758席　１階席1,158席
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最終評価 所見

Ａ ・３施設ともに、新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止対策を踏まえた施設の利用方法を確立し、利用者に浸

透させるなど、適切な対応がとられていた。また、新型

コロナウイルス感染症に関する国・県における段階的な

規制緩和により、文化活動が再開され始めたことで稼働

率は感染拡大以前の水準まで回復してきているが、感染

症拡大防止対策による人数制限等の影響もあり、利用者

数に関しては回復していない。

２　サービス内容の向上

　利用者サービスの向上のための取組を行っているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

受付窓口業務では、お客様へのわかりやすい説明と快い

対応を心掛けました。利用者からの相談や問合せには、利

用者がスムーズに施設を利用できるように資料等を用いて

対応しました。電話対応も、相手に誤解を与えない（憶測

で話さない）、不愉快な思いをさせない（主に言葉使い）

ことを全職員が特に意識し、実践しました。

利便性の向上については、来館して各種の情報や資料を

入手できることはもとより、ホームページ等を利用し、利

用者や市民が、適宜、利用申請書や舞台関係図面などをダ

ウンロードすることや自主文化事業のチケットを入手する

サービスを継続しました。舞台関係では、利用者やその舞

台関係者の意見に耳を傾け、安全性を第一としながら、利

便性を高めるための改良改善に努めました。また、舞台の

使用状況によっては、利用者がスムーズに利用を開始でき

るように、平等な利用を損なわない範囲で、その利用に適

う基本的な準備を事前に行うよう心掛けました。特に当年

度も、新型コロナウイルス感染症対策で国・県が示す対策

による段階的な緩和や様々なガイドラインの遵守に適応

し、利用者には混乱がみられた中、利用者に取っていただ

く感染症対策について説明を尽くす一方、制約が課された

状況下でも利用者の希望に沿えるような方法を模索するな

どして利用者に寄り添う対応に心掛けました。特に合唱や

吹奏楽など、それぞれのジャンルでガイドラインが異なる

点を考慮し、利用者への適切な説明及び打合せ対応を行い

ました。

施設の見学や下見への対応は、その日の施設利用者の妨

・受付窓口（掲示板
　等）
　の状況
・利便性向上の取組
・見学への対応
・電話応対
・提案内容の履行の状
　況
・利用者サービス向上
　のための柔軟な供用
　の実施
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げにならないよう特段の注意を払いながら、市文化施設や

事業の周知の機会と捉えて積極的に受け入れました。

施設の利用停止を要する維持管理業務は、利用者への供

用可能日数が減少しないよう努めて閑散期又は利用受付開

始日以降の空き日に実施しました。

また、文化センターの駐車場の不足に関しては、市、勤

労青少年ホーム、老人福祉センターと常に情報を共有して

借用する近隣施設の駐車場や鶴ヶ城公園東口駐車場の利用

調整を当年度も継続して行い、複合施設周りの駐車車両の

混雑緩和を図りました。

最終評価 所見

Ｓ

・受付窓口や電話対応、インターネットなど、利用者への

多様な利用方法を提供し、それぞれの利用方法で利用者が

スムーズに施設を利用できるよう工夫がされている。

・舞台関係では、専門的な知識を活かし、安全性と利便性

の向上に努め、利用者がスムーズに利用するための対応が

とられていた。

・新型コロナウイルス感染症の影響で例年とは異なる柔軟

な対応が続く中で、利用者へのより丁寧な説明や、利用者

の希望に寄り添った対応がされている。特に合唱や演劇な

ど、ジャンルによってガイドラインが異なる中、それぞれ

のジャンルに合わせた打合せや対応をするといった、きめ

細やかな対応をしている点も高く評価できる。

・駐車場に関して、他の施設管理者等と連携し、鶴ヶ城東

口観光駐車場等の利用調整を行い、継続してサービス向上

を図っている。

３　利用者からの意見抽出、苦情等の処理

　利用者が意見を述べやすい環境を整備しているか。また、速やかに対応できる体制を整備

しているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

會津風雅堂と文化センターのロビーやエントランス、楽

屋等には、利用者意見箱を設置し、利用者の方々からの

苦情や要望等の把握に努めるとともに、これらの要望等

には適切に対応しました。また、自主文化事業の開催時

は、アンケートを実施しました。

それらのアンケートや会津若松市の公共施設利用者満足

度調査の結果を管理運営にフィードバックし、業務の改

善やニーズに適った自主文化事業の計画策定等に活か

し、利用者の満足度向上に努めました。

・意見受付窓口等の設
　置
・意見、苦情等の記録
・苦情等への対応状況
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常に要望の多い駐車場不足の解消については、できる限

り駐車場を確保すべく、近隣の公共施設等の駐車場を借

用し、対応に努めました。

最終評価 所見

Ａ

・利用者意見箱の設置や自主企画事業開催時のアンケー

トに加え、施設利用満足度調査により、利用者からの意

見聴取を行っている。

・意見聴取の結果を管理運営や自主企画事業等に活かし

ている。

・より的確に市民ニーズの把握ができるよう、アンケー

トの内容や実施手法等について工夫をされたい。

４　広報、ＰＲ活動

　積極的な広報、ＰＲ活動を行っているか。また、その内容は適切か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　自主文化事業の紹介、各種講座や事業への参加募集、各

施設の予定や文化活動への助成の案内などを掲載した年

間予定表や情報紙「ふうが」（年４回発行）を市政だよ

りと一緒に全戸配布し、市民への周知を図りました。ま

た、會津風雅堂、文化センターの月間予定表を作成し、

両施設の催事予定、自主文化事業の詳細や見所、入場券

の取扱い状況などの情報も発信しました。この予定表

は、市内公共施設（文化施設、公民館等）に常置してい

ただいたほか、市内小中学校、報道機関、企業、実費負

担での送付希望者に送付するなど、広く情報提供を行い

ました。

　自主文化事業の公演に際し、ポスター、チラシによる

周知に加え、テレビＣＭやミニコミ誌等の情報誌、車両

積載看板、ホームページ等で適時、広報しました。

　ホームページは、わかり易く、使い易いようにと心掛

け、會津風雅堂と文化センターの催物等の情報と座席表

や申請書書式、舞台機材リスト等の施設関連情報や公演

チケット情報、市文化施設における新型コロナウイルス

感染拡大防止のためのガイドラインを適宜更新しまし

た。

　公共施設予約システムも随時データを更新し、施設の

利用予約状況を周知しました。

・広報誌、PR誌等の
　作成
・チラシ等の作成
・ホームページによる
　PR
・情報提供のパンフ
　レット
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最終評価 所見

Ａ

・情報紙「ふうが」を定期的に発行し、市内全戸に配付

しており、各種事業の市民への周知が図られている。

・ホームページは、理解しやすいような工夫がされてお

り、情報は随時更新されている。

・自主文化事業の公演に際しては、ポスター、チラシを

はじめ幅広い広報を行っている。

・新型コロナウイルス感染症に関するガイドライン等の

情報をホームページにて随時更新し、利用者への周知が

図られている。

５　自主事業の実施状況

　計画した事業が適切に実施されているか。また、内容は効果的なものであったか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

　自主企画事業においては、芸術文化活動の場と機会の提

供にかかる事業として、事業計画に基づき、また、マス

ク着用での鑑賞や入場時の検温と手指消毒の徹底、声援

を抑えるよう係員を配置する等、公演実施時のガイドラ

インに沿った徹底した感染拡大防止策を講じたうえで開

催しました。　　　

　特に、小学生対象の芸術鑑賞教室は、前年度同様、鑑

賞する児童間の距離を広く確保するために公演回数を１

回から２回に増やして実施しました。

　入場者数は目標より下回ったものの、来場者からは実

施に対する理解と内容への高い評価を得ることができま

した。

　自主事業においては、助成を通して地域住民の文化活

動支援を行う文化振興基金助成事業を実施し、８団体に

助成金を交付しました。

・計画事業の実施の有
　無
・事業の効果
・ニーズの把握、反映
・事業の改善の取組

最終評価 所見

Ｓ

・自主企画事業は、新型コロナウイルス感染症に関する

ガイドライン等に従い、概ね計画どおり実施することで

きた。

・小学生を対象とした芸術鑑賞教室については、ガイド

ライン等に従い対策を講じることに加え、公演回数を増

やし、さらなる安全性の確保に努めたことで、多くの学

校から参加を得た。

・自主事業としては、文化振興基金助成事業を行い、地

域住民の文化活動の活性化に積極的に取り組んでおり、

高く評価できる。
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

Ⅲ　維持管理

１　施設、備品等の適切な維持管理

　施設、備品等が適切に管理され、良好な状態に保たれているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

市文化施設の保守点検等については、施設、備品ともに

老朽化が目立ってきましたが、施設利用者に影響がない

よう配慮しながら、施設管理に係る関係法令及び施設等

維持管理計画書に則り、適切に実施しました。

備品については、これまで照合整理してきた台帳を基

に、市と当財団の区別化を図って適切に管理しました。

修繕については、利用者の安全に関係するような緊急を

要するものについては即時対応するほか、点検結果等を

十分精査し常に優先順位を念頭に置きながら実施するこ

ととし、衛生設備や防災設備等、来場者利用者に直接関

連する不良箇所の修繕を中心に実施しました。

文化センターにおいては、複合施設の一施設であること

から、各施設の管理者と常に連携をとり、関係機関の指

導のもと適切な維持管理を行いました。

・施設の保守点検の実
　施の有無
・施設の損傷の有無
・備品台帳の整備状況
・備品の損傷の有無
・施設、備品の修繕の
　実施状況

最終評価 所見

Ａ

・保守点検等は、維持管理計画書に則り実施されてい

る。

・施設、備品については、適正に維持管理しながら修

繕、購入されている。

２　清掃業務

　清掃が適切に行われ、利用者が快適に利用できる環境が維持されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」を遵

守、館内外を常に巡回し、利用者、来館者共に快適に利

用できるよう館内においては毎日の清掃に加え、ワック

ス塗布等の定期清掃を実施しました。

　トイレの環境には特に注意を払い、公演の休憩時間に

トイレットペーパーやハンドソープ、便座クリーナー等

の確認や補充を行い、除菌消臭剤、消毒液も併用し利用

者の快適性に加えて安全性の維持に心掛けました。

・清掃業務の実施状況
・消耗品の補充
・除草等の状況
・庭園等の整備状況
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

　敷地内の除草や害虫防除、樹木の剪定等は年間を見通

して計画的に実施するほか、職員が適時に対応するなど

して、敷地内の景観保全に努めました。

最終評価 所見

Ａ
・清掃業務等は、仕様書等に則り適切に実施されてい

る。

・消耗品の補充や敷地内の除草など、利用者の安全性や

快適性が常に意識されている。

３　施設の安全性の確保

　利用者にとって安心、安全な環境が維持されているか。また、事故、災害発生時の危機管

理体制は適切に構築されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

警備業務、防災業務全般については、当財団の仕様書に

則り、万全の体制で実施し、利用者にとって安全・安心

な環境を確保し提供しました。

會津風雅堂の警備は、仕様書に従い、多様な利用時間に

対応するための夕方からの人的警備、深夜から早朝にか

けての機械警備、早朝の入退館管理を実施し、各業務の

受託者と連携しながら弾力的な体制を取りました。文化

センターは、機械警備を基本として、複合施設の複雑な

状況下で安全を担保するために深夜と早朝に人的警備も

併用して、確実な警備体制を敷きました。

さらに、危機管理マニュアルや消防計画に基づき常時、

館内外の巡回を実施し、安全状態を常に確認し、年２回

の消防訓練（文化センターにおいては３施設の職員合同

による訓練を実施）のほかに、施設内の消火器や屋内消

火栓の位置確認を実施しました。

利用者（主催者）に対しては利用許可時に避難経路や防

災設備等を記載した書類を配付し、必要事項の観客への

アナウンスや関係者等への周知などの履行もお願いしま

した。

また、概ね震度２以上の地震発生の際は、適宜、館内外

を巡回し、機器や建物の被害状況を点検しました。

新型コロナウイルスの感染拡大防止については、策定し

たガイドラインに基づき、適切に対応しました。會津風

雅堂に４台、文化センターに２台用意してあるサーモグ

・警備体制の整備
・巡回等の実施状況
・鍵の保管状況
・施錠の体制
・非常時対応マニュア
　ルの整備
・非常時連絡体制の整
　備、周知
・利用者への注意喚起
・研修、訓練の実施状
　況
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

ラフィーカメラを利用者に貸与し、また、換気や客席、

使用機材等の消毒に関しても利用者に協力を求めるなど

して、より安全な公演運営に意を用いました。特に會津

風雅堂のホールの消毒は、座席数が多く、利用者による

利用時間内での消毒作業が非常に困難であることから、

業者に業務委託して利用者の負担軽減を図りました。

最終評価 所見

Ａ
・警備業務は、施設の利用状況に応じて工夫しながら対

応している。

・利用者（主催者）も、来場者の安全確保について指定

管理者の指導・助言のもとに共同で取り組む体制を整え

ている。

Ⅳ　収支の状況

１　財務状況

　管理運営にあたり、適切な経理を行っているか。また、財務状況に問題はないか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　事業ごとに経理担当者を配置し、公益法人会計基準、

当財団財務会計規程及び財務会計基準に則って、適正な

予算執行、伝票等の経理書類の整備・保管を行いまし

た。金銭、通帳、印鑑は、事務局長又はその指示を受け

た者が出納、保管等、管理を適正に行いました。このよ

うな経理体制のもと、支出事務の正確化・適正化を図

り、適切な支出事務を執行しました。

　決算は、外部税理士の確認、当財団監事（２名中１名

は税理士）の監査、理事会及び評議員会の承認を受ける

手続きを経て、適正性を確認しました。その決算におけ

る事業規模について、提案額 231,016 千円／決算額

232,846千円であり、101%とほぼ提案額どおり、令和４年

度の予算額 237,727 千円との対比では、97.5%の達成率で

した。予算・決算の乖離は、実施予定だった「てづくり

舞台」の開催を令和５年度に延期した影響によるもので

す。また、市からの光熱水費等補助金により、光熱水費

の大幅な増額による影響は少なかったものの、実施した

文化事業に対して入場料収入が見込みより少なかったこ

ともあり、文化センターでは赤字となった。

・経理書類等の整備状
　況
・経理担当の設置の有
　無
・伝票の保管状況
・通帳、印鑑の保管状
　況
・不明瞭な支出の有無
・予算、決算の乖離
・外部監査の実施
・収支のバランス
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

最終評価 所見

Ａ ・事業ごとに経理担当を配置し、経理書類、伝票、通

帳、印鑑等も適切に整備・管理している。

・決算については、外部税理士の確認や財団監事の監査

など、適正に行っている。

・予算、決算の乖離については問題ない。

・文化センターの入場料収入が見込みより少なかったと

のことだが、ニーズ調査等を実施するなど、事業内容の

充実に努められたい。

２　利用料金の収入実績

　収入の実績は伸びがみられるか。また、収入確保の方策は適切か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　全施設の利用料金の収入実績は、16,982,561円でし

た。

※指定管理者応募時提案額18,288,000円の92.9%

※令和３年度実績額 11,420,988円の148.7%

①　會津風雅堂　　　※（　）内は令和３年度

ホール11,154,010円（7,353,782円　151.7%）

その他　416,948円（　 226,523円  184.1%）

合　計 11,570,958円（7,580,305円　152.6%）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策が確立さ

れ、利用が徐々に戻ってきた前年度より更に利用制限へ

の緩和があり、利用が戻ってきたことによる増収となり

ました。

②　文化センター　※（　）内は令和３年度

ホール 3,811,731円（2,762,050円　138.0%）

その他 1,357,872円（923,533円　147.0%）

合　計 5,169,603円（3,685,583円　140.3%）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策が確立さ

れ、利用が徐々に戻ってきた前年度より更に利用制限へ

の緩和があり、利用が戻ってきたことによる増収となり

ました。

③　会津能楽堂　　　※（　）内は令和３年度

全　館　  158,180円（ 79,200円　199.7%）

研修室　　 83,820円（ 75,900円　110.4%）

合　計　　242,000円（155,100円  156.0%）

年度内全てに渡る新型コロナウイルス感染拡大防止によ

・収入実績
・収入の伸び率
・収入確保に向けた取
　組

12



指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

る利用取消で利用料金収入に多大な影響があった前年と

比し、全館の利用が増えたことでの増収となりました。

収入確保の取り組みとして、公式ウェブサイトの運営や

情報紙「ふうが」、施設案内パンフレットの配布などの

広報宣伝活動を通して新規利用者の増加を図るととも

に、利用者へのきめ細かいサービス、さらには、各種団

体との連携を図ることによって、リピーターの維持・増

加を図りました。

利用料金収入については、新型コロナウイルス感染拡大

前と比し減少していますが、利用が戻ってきたことによ

る増収となりました。

最終評価 所見

Ａ

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策の徹底や

利用者への浸透、また、新型コロナウイルス感染症に関

する国・県における段階的な規制緩和により、文化活動

が再開され始めこと等により、新型コロナウイルス感染

症拡大以前まで戻ったわけではないが、３施設ともに収

入実績が伸びている。

３　経費の節減

　適切な経費の節減に向けた取組が行われたか。また、効果が現れているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　指定管理者の認識に立ち、市民サービスの向上を図り

ながら経費の節減に努めました。

　具体的には、人件費の抑制をはじめ、業務委託や物品

発注にあたっては、指名競争入札等により経費の削減を

図りました。

　また、職員一人ひとりが環境コスト低減を意識し、新

型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための換気は実

施しながらも、冷房暖房の効率的な投入に意を用い、無

駄な照明を省くなど光熱水費、燃料費を抑制しました。

　広報紙やホームページなどの編集、デザインは職員が

工夫を凝らして行い、印刷など外注せざるを得ないもの

については複数の業者から見積りを徴するなど、委託

・取組の有無
・取組の効果
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

費、広告宣伝費、印刷製本費等の削減を図りました。

　修繕費では、利用者の安全に関係するような緊急を要

するものについては即時対応するほか、点検結果等を十

分精査し常に優先順位を念頭に置きながら効果的な修繕

を行いました。

最終評価 所見

Ａ ・職員人件費等の内部経費の抑制や、業務委託料等の経

費削減に、職員自らも指定管理者としての意識を持ちな

がら積極的に取り組んでいる。

Ⅴ　その他

１　市、関係機関及び地域との連携等

　市、関係機関、地域との連携体制が適切に構築されているか。また、その他前記までの評

価に合致しなかった取組について評価を行う。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　文化施設の適正な管理運営を図るため、常に市と連携を

図りながら、諸案件を協議し適切な対応を行いました。

　會津風雅堂は、学校や文化団体等への支援、協力を数

多く行いました。また、市民が高い関心を持つ大型コン

サートなどに関して主催者等から協力要請が複数あり、

これを当財団だけでは実施困難な事業を市民に提供する

絶好の機会と捉えて、新型コロナウイルス感染症感染拡

大防止の徹底を条件に、連携して公演を実施し、多くの

市民に鑑賞していただくことができました。

　文化センターは複合施設の一つの施設であることか

ら、さまざまな課題に対して他の施設管理者や関係機関

と連携を取りながら検討し、利用者の立場に立ったサー

ビスの向上や経費節減、適切な施設の維持管理、管理の

合理化に努めました。

　会津能楽堂は施設の維持管理やより有効な利用方法に

ついて、利用団体と協議を重ねながらサービスの向上を

図りました。

　「ふくしま文化芸術による子供の育成事業実行委員会

（文化庁、福島県）」の監事として、地域文化振興のた

めに必要な連携を図りました。さらに、「あいづまちな

かアートプロジェクト実行委員会（市教育委員会）」に

参加して、市文化施設の指定管理者及び公益法人の立場

から、地域社会の発展に協力しました。

・その他
・特記事項

最終評価 所見

・施設管理、自主文化事業を行う上で、新型コロナウイ
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

Ａ ルス感染症の影響を考慮し、市や文化団体等と連携して

進めている。

・文化センターは複合施設であることから、他施設管理

者との連携を図りながら、適切に管理運営している。

・指定管理者及び公益法人の立場から、積極的に文化振

興に関わっている。

Ⅵ　総合評価

１　総合評価

　指定管理者として適切な管理運営を行っており、利用者サービスの向上や効率化が十分に

図られているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

　５回目の指定管理者としての１年目の年度にあたる令

和４年度は、コロナ禍の下、公の施設の指定管理者及び

公益法人としての責務を常に意識し、財団設立以来培っ

てきた経験を活かしながら、市と締結している協定書、

仕様書、事業計画書に則って、進行管理を行う等、一つ

一つ確実に業務を全うし、適正な管理運営に努めまし

た。

　施設の管理運営においては、新型コロナウイルス感染

症感染拡大防止を常に念頭に置きながら、専門的な技

術、知識を有する職員を配置し、必要かつ適正な人員を

確保し、常に利用者に応えられる体制を整え、適正な管

理運営による効率化を図りました。

　維持管理においては、適宜に施設及び舞台機構の点検

を行う等、安全確保に心掛けました。防災設備等、利用

者に直接関連する修繕に特に気を配り、利用者の安全と

利便性を確保しました。　

　文化事業については、指定管理者として提案した計画

を基本として、地域の芸術文化鑑賞団体と連携、調整を

図り、市民の要望も踏まえた自主文化事業を実施しまし

た。

　以上総括としての評価を述べましたが、令和４年度も

これまで以上に適正な管理運営に心掛け、指定管理者及

び公益法人の責務を再認識し、取り組んでまいりまし

た。

最終評価 所見

Ａ

・指定管理者として、施設の設置目的を尊重し、改善を

図りながら、適正な管理運営を行っている。また、ワー

クショップ、幅広いジャンルでの自主企画事業に加え、
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指定管理者評価シート
Ｒ４（会津若松市文化施設）　

公益財団法人として、地域の芸術文化の振興のため、地

域の文化団体への助成を実施している。

・施設の管理運営については、老朽化による改修や設備

の更新が必要となっており、利用者の視点からと、専門

的立場・運営者の視点から設置者へ提案・助言を行って

いる。また、修繕については、常日頃から設置者と協議

しながら安全面にも配慮し積極的に行っている。

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設の管

理において適宜市と協議を重ね、新型コロナウイルス感

染症の影響がある中で利用者が安心して利用できるよう

な管理運営に積極的に努めている。

・会津若松市文化センター、會津風雅堂及び会津能楽堂

の効率的且つ一体的な管理運営に努めている。

総合評価の算定方法

　①　ⅠからⅤまでの各項目の最終評価を、次の基準により点数化します。

　　Ｓランク＝４点　　Ａランク＝２点　　Ｂランク＝０点　　Ｃランク＝－２点

　例　（Ｘ財団）Ｓが４項目、Ａが10項目、Ｂが１項目、Ｃが０項目の場合、得点は36

　　　　　　　点

　　　 （Ｙ社） Ｓが１項目、Ａが７項目、Ｂが３項目、Ｃが４項目の場合、得点は10

　　　　　　　点

　②　次に、平均点を算出します。

　例　（Ｘ財団）得点36点／評価項目15項目＝平均2.4点

　　　 （Ｙ社） 得点10点／評価項目15項目＝平均0.67点

　③　②の平均点に応じ、次の区分により総合評価のランク付けを行います。

　　Ｓランク　平均点≧３点（ただし、Ｃランクが１項目でもある場合はＡランクとす 

　　　　　　　　　　　　　　る。）

　　Ａランク　３点＞平均点≧1.3点

　　Ｂランク　1.3点＞平均点≧０点

　　Ｃランク　０点＞平均点

　例　（Ｘ財団）総合評価　Ａランク

　　　（ Ｙ社 ）総合評価　Ｂランク
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